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贯
く
特
質
と
し
て
地
域
差
の
問
題
が
最
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大
き
く
と
り
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)

ら
れ
^

ぃ
钇
が
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1:
本
封
齓
社
觳
处
構
：造
を
錢
展
_
に
挪
握
ず
る
だ
め
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ば
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こ
ガ
問
題
の
解
明
ば
不
:#

避
の
課
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で
^

夸
^

'*.
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全

翁

を

通1>
で
畫
カ
办
最
も
高
勝
に
；發
達

.
じ.
た
ー
の
：ぼ
常
に
畿
內
叹
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地
苏
で
ぁ
つ
た:̂ -
:;歷
戈
の
中>
$ば
必
や
し
も
常
救
戟
网
忙
，ぁ
：つ
た
.の
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、は
な
が
づ
.
尨
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1
^
が
封
漶
權
カ
と
私
て
：：の
鎌
倉
政
權
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國
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：
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を
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植
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日
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色
に
ぬ
り
巧
：
し
ク
畿
內
地
方
を
中
心
と
ヤ
を
先
進
地
ど

'
邊
擦
：の
後
進
；
 

地
ど.
の
史
料
を
，ァ
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
引
用
し
て
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そ

の

咏

代
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の

全

般

を

說
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ん
と
す
る
傾
向
が
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の
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め
に
或
る
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人
に
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り
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し
く
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り
、
そ
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く
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す
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結
果
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男
氏
の
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と
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北
朝
以
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に
そ 

れ
を
求
め
ん
と
す
る
松
本
新
八
郞
氏
の
說
と
は
一
應
對
立
す
る
も
の
と
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わ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
に
も
淸
水
氏
が
畿
內
地
方
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み
史
料
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め
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中
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从
か
ら
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瓿
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め
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檢
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れ
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庇
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下
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V

得
た
結
論
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繁
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-1,
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の
後
の
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界
に：

ょ
■っ
て
い.
か
に
發
展
繼
龙
さ
れ
、
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し
く
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否
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1さ
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た
、か.
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田
顏
坎
に
ょ
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提
起
さ
れ
で
以
來
、
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水 
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氏
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こ
扣
於
普
併
し
說
明
す
る
：ま
で
找
、
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ど
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钯
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の
か
免
り
み
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づ
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.
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い
を
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解
の
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嘹
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水
氏
め
第I,

の
功
績
で
あ
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‘
芬
と
詾
を
ま
た-
ぬ
ル
た
だ
氏
が
钕
主
を
地
电
と
規
楚
す
ゐ
に
止
ま
っ
て
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地
虫
め
'敗
檢
そ
れ
自
躞
を
深
く
追
及
し
な
か
-
っ
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あ
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技
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子
小
作
を
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初
支
酣
的;̂
し
、
普
通
小
作
批
次
第
に
カ
を
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.

て
く.
る」

-

.̂
し-
て
、..
鎌
倉.
か
：ら..
室
町
，へ..
の
.
見

透

し
^ -
持

も^ -
ら
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名

主.
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名
子
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十
分
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史
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を
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い

^
い'か
6 '-
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；て
、
：
そ
れ
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追
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し
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；
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淸
水
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の
考
ぇ
る
如
き
-1
普
通
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關
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中
心.
と
す
る
？
純
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に
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、
旗
的
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地
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あ
っ
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あ
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と

.
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れ
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こ
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に
も
氏
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，武
士
を
ー

_
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ぬ
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で
武
士
め
性
格̂睫
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分
析
に
ま
で
進
ま
な
か
身
つ
た
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の

，は
^

し
い
。.
.
：武±
に
も
古
代
家
族
の
_
系
,̂ 

を
引
い
た.舊
い.
歡
士
t.
、.
名

生•の
分
解
過
程
か
ち
樂
じ
た
新
：
^
い
武
士
と 

が
あ
る
わ
け̂
あ
り
、
，
後
者
が
戰
國
大
名
に
上
界
す
る

.
過

:̂
の
中.
に
純.̂ 

封

珑

制

が

推

成.^
れ
て
ゆ
く
め.で
あ
る
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.
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の
點
に
つ.い
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の
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解
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日
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み
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十
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得
な
；い
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更
に
氏
は
武
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相
瓦
の
身
立.を
重
視
し.た
結
果
、.が
X
る
武
士If
'-.,名
主
と
、
莊
園
領
•鬼
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代
表
す
る
雜
裳
公
，文
等
、
幕
府
權
カ
を
，背
後
に
も
つ

..地
頭
、
守
護
等
、
更. 

に
そ
の
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の1

般
農
民
と
の.三
者
が
い
か
な
る
關
係
匕
あ
り
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瞭
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す
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主
広
反
抗
す
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か
と
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^

こ
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で
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独
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プ
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領
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,
'
す
ぎ
ず
、
中
世
社
會
の
規
實
の
場
は
名
田
；で
&'
:

る
：こ
と
を
指
滴
し
た
點 

.
は
>

>

め

後

の

中

世

蕾

究

：の

出

發

點

を

な

し

.̂

も

の

セ

あ

'っ
て

、

i!
J

期
：

ぐ
：的
な
滎
糢
で
あ
ス
な
と
は
砵
人
も
異
論
：の
な
叭
と

.
こ
杳
で
ぃ
あ
..る..が
、

一
 

■面
、
：# :
田
と
名
雄
と
身
强
調
す
る
餘
り
、

'
練
園
、と
，い
>,).

^
^
0
つ.
政
：治 

.
的
猶
カ
：を
輕
.
掘
す
备
結
果
と
.
な
り
、
そ
の
た
.
め
：に
古
代
が
ら
中1.
へ
の
過：
.

'

渡
城
に
於
い.
で
粧
|
1

の
4:

つ
歷
史
的
意
義
を.
正

し

く

評

價

し

：得

な

：か

つ

た 

と
‘い-
ぅ

缺

點

於

生
1:-

た
の.
も
事
« ,.
で.
あ
る.
0

名
田
を.
地
盤
と
す
る
名
主
0. 
,
v 

成
崔
が.
決
し
て
莊
園
と
無
顯
係
、に
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
莊
園
領
、- ]-
: 

.
へ
の.
反.
抗
：の
遨
程
'

ら
生
じ
た
も
の
で
•
あ
名
こ.
と
を
無
視
し.
て
は
、'

. 

中
世
を
•
に.
な

ぅ

名

主

=

武

士

■.の

性

格

も

亦

明

甴

に

な

ら

な

い

と

思
ぅ
。.こ 

.

の•
點
に
っ
い
て.
石

母

田1£,
氏_
は

そ

：の
.
著
.「

中
他
的
世
界
の
形
成J

,

に
於
い 

て
.'
*

0

園
領
主.
^

し

て

の

東

大

寺

：の

も

つ

古

代

的

，權

カ

の

.
分

析

を

行

.
つ

た 

'

の.
で
^

る
が
、
東
#'

の
領
金
と
し
‘て
の
性
格.
は
、
東
大
寺
の.
そ
れ
と
は
.薪 

し
く
異
る.
も
；の
で.
あ
り
;>

.
一

 

ロ
に
古
代
的
の
名
の.
下
L

一
 

括
す
る
こ
と
は 

許

さ

れ

な

い

の

、
で

あ

っ

て

、
東

寺

の

.粧

園

支

配

機

構

を

具

體

的

に

追

究

す 

る
；こ
と
は
今
後
に
の
'AJ

さ

れ

た

：課

題

の
一
；つ
•で

あ

ち5
0
 

'

,

<

4
>
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莊

園

內

；
の

田

地

は

多

<

散

在

徵

圃

形

態

を

と
.り
且

つ

農

民

j

人 

當

り

の

耕

田

數

が

'極(

め.
て

少

ぃ
.|

 (

太

：良

莊

に

，
つ
：

ぃ.
.

て

實

諮
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0 
‘
淸

水

，
氏

の
こ
X

に
指
摘
し
た
第
一.
の
勦
、
耕
地
の
散
在
他
に
っ
い.
て
は
、
そ

の

後
. 

こ
れ
が
口
分
田
の
散
在
性
に
ょ
っ
て
生
じ
た
と
す
，る
淸
水
氏..
の

推

測

令

實
, 

證
し
た
'
石
母
田
氏
め.
研
究
や
"

又
こ
れ
が
農
民
の
領
主
か
ら
の
衆
鹣
を
脫
V 

す
る
上.
に
大
I

な
役
割
を
な
し
た
と
す
る
松
本
'^

の
說
を
生
ん
で
、
' 
中
世 

圯
m

の
進
步
に
铬
與
し
た
點
は
、.
こ〜

に
述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
§ ;
1

...
 

の
點
>-

即
ち
農
民
1

人
常
り
め
持
分
が
小
さ.
い
と
い
：ぅ
指
摘
は
、
.そ
の
後 

鈴
木
皮
一
氏
や
今
并
林
太.
郞
氏
に
ょ
っ
て
强
調
さ
れ
、.
い
わ
ゅ
る
茧.
瓦

貝
:
_
 

晚
課
上
し
'
て
、
土」

撥
の
原
因
を
か
丄.
る
小
農
民
罾
の
窮
泛
に
：來
め
ん
と
4

.:-.
 

す
る
說
を
生
:
ぜ
し
め
た
め
は.
：：
問

題

め

あ

る

と

こ

：ろ

で

あ

る

^

^

ぜ
众
らT

--.

.

. 

滟_

汍
办
#

の
游
髙
が
そ
の
人
間
の
凍
1

で
;̂

る
と
は
限
备
、.
他
の
：
'

.
 

莊
園
公
領
即
に
も
耕
驰
を
有
ず
る
可
能
性
ば
顧
る
多
い
の
光
あ
名
か
ら
、
.

.'
: 

f

‘油
園
の
檢
注
帳
か
ら
の
み
面.
興
の
：持
#

を
考
え
る
こ
^

は
頗
る
危
險
だ
，：

：
 

か
ら
で
あ
る
。
中
世
§

の
揽
造
を
知
る
た
め
に
は
"
晋
々
は
ど
ぅ
し
て 

も
恥
阑
文
軎
に
他
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
肢
園
機
構
め
も
っ
特.

. 

观
な
性
格
と
、
そ
の
機
構
の
た
め
に
作
ら
れ
た
文
褂
が
現
實
を
沄
し
^;
る 

限
界
と
を
"

常
に
念
妞
か
ら
は
な
し
て-
は
な
ら
な
い
。

(
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〕
『

茈
園
は
封
鎖
經
濟
を
行
ぅ
も
のP

は
な
い.|
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弓

削

悪

に

づ
:.
:

> 

い
て.
K

證)

0
茈
1
'

が
封
餓
經
濟
を
行
っ
た
も
の
で
な
く
、
卯
園
を
越
え
‘

て
胺
く
商
業
が
行
’わ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
ト
レ
ー
ガ
ー
は
胳
園
領
虫 

で
は
な
く
名
生
階
級
で
あ
つ
た
こ
と
も
、
ま
た
流
ホ
氏
の
立
亂
し
た
と
こ 

ろ
で
あ
る
ゾ
た
し
か
に
こ
れ
は
重
要
な
、指
摘
で
あ
る
。
然
し
萸
に
重
耍
な

沽
水
：二
劣
著「

中
沢
莊
阄
の
戡
磔
權
造」

ど
と
は
"
.
か

へ
.?
>.
商
業
が
封
建
社
會
の
成
立
と
發
展
.
の
途
上
に
於
い
て
い.
 

か
な
る
役
割
を
果
し
た'か
と
い
う
點
に
あ
る.上
思
う
。
商

業

史.f t
日
本
史 

.
の
，部
門
史
中
で
も
、
古
く
か
ら
-研
究
の
進
ん
だ
分
野
で
あ
っ
た
が
、ご
の 

ょ
ヶ
な
視
黯
か
ら
問
題
が
把
え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
に
-'
*
.
そ
れ
が單
な
る 

市
場
や
問
屋
の
せ.
ま
い.
視
角
に
と
ぢ
こ
，め
ら
れ
、
封
建
社
會
の
構
造
變
化 

と
の
連
關.
に
於.
いV

考
え
.ら
れ
な
か
っ
た
點
に
觖
陷
が
あ
っ■た
。
ま
町
期 

:
办
商
業
の
邀
展
が
農
民
相
互
の
横
-
の
連_
絡
を
可.
能
に.
し
、
土1

揆
の
大
き 

な
原
動
力
ど
な.
っ
た
と
同
じ
意
味
に.於
い
て
：,
淸
水
氏
が
弓
削
島
莊
を
通 

じ
^
み.
た

如

き

：
平
^ :
鏰
倉
期
の
商
寒
が
，
封
錤
社
會
の
成
立
の
上
に
、
い 

か
.な
る
意^ .

を
;4.
っ..
た
か
を.
追
及
す.
る
，こ̂

は
、.

こ

れ

.も

亦

今

後

解

明

す

べ

き

間

題

の

：
一

っ

で

あ

る

七

思

爻

V

V-

' 

.

■
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似
上
兒
て
き
た
如
く
、
，
淸
水
氏
が
五
っ
の
舴
阑
に
っ
い
•て
锼
證
し
た
五 

P
の
兑
解
は
、
い
づiL
'
も
中
世
史
研
究
の
，そ
の
後
の
進
展
に
決
沿
的
な
貢 

献
を
な
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
そ
こ
に
は
常
^

の
封
錤
社
會
の 

研
究
史
の
段
階
に
制
約
さ
れ
て
、
次
の
二
っ
の
根
本
的
な
缺
陷
を
、
今

]4 

に
於
い
て
は
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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そ
の
一
っ
は
、
，氏
は
茈
園
文
書
を
通
じ
て
中
世
の
農
村
を
構
造
■的
に
把 

え
る
こ
と
に
成
功
し
た
が
、
發
展
的
に
把
え
る
こ
と
に
は
必
ず
し
も
成
功 

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。
即
ち
鎌
倉
、
南
北
朝
、
室
町
の
各
時
代
の
社
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造
の
變
化
を
全
^

と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
猫
い
た
め
に

i>
中
构
を 

ぃ
.

；
：

.
-
.,:
..

-
.

B

ぬ
り
つ
ぶ
し
て
し
ま
ぅ
傾
向
が
あ
る
と
い
ぅ
こ
と
。
い
ま
！.
つ
は 

,
:
:
:
:

' :
.-,

農
村
め
內
部
撒
溜
の
究
阴
に
と
广
ま
つ
て

<'
*

そ
の
村̂

が
H

本
全
f t

の
中 

'

:
.

:
.
に

‘

於
い
て
持
つ
地
域

‘

的
な
,#

姝
性
や
、
社

#

全
it
’の
發
展
段
階
の
上
に
於 

,
:

、：. 
.
.
.い.

て
占
め
.る
地
位
と
い
り
た
も
れ
に
對
す

^ '

考
撤
が
ダ
い
こ
と
で
あ
る
。

.'
■
;:
，
.
例
义
ば
氏
の
扱
ぅ
芄
つ
の
舴
阆
の
#

、

|

つ
は
畿
^
:

で
I

る
於
、
也
の
W
 

ら
は
餵
1
2,

周
‘邊
も
-1.

く

は

そ

れ

と

陳

様

の

性

格

を

も

つ

地

域

の

も

，の

で
あ 

,-
■

り
、
：そ
れ
ら
ば
+
M

代
權
カ.
の
蜇
跶
か
ら
は
比
較
的
阅
放
さ
れ
て
抓
力
1

1 

.

か
も
關
^'

の

如

く

遲

れ

た

她

方

で

は

な

く

‘、

生

產

カ

的

に

は

L-
—
e:
が
 

^

'r
v-J
と
，
、

し

た

が

つ

て

浪

奴

制

の

烺

も

^

^

に

成

畏

じ̂

い
堝
所
で
ト
^- 

,

こ
と
、
か

、
る
地
帶
k

於
け
る
村
落
が.
封
捸
社
會
め
；̂i

i i-

の
^
で 

'
ぃ
^ ' 

な
る
歷
钯
的
意
毅
を
も
つ
か
と
い
ぅ
點
に
翌
つ
て
は
>.

氏
の
考
瞭
の
外
、に 

^
^

と
^

拍
议
な
ら
；な 
i
6.
:^
:

^

.

.

と
共
に
、
そ
の
限
界
を
も

a

つ
き
り
認
め
る
こ
と
に
ょ
ら
て
、
こ.

の
論
で

.
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集
の
研
究
史
上
に
於
い
て
占
め
る

‘

位
愦
を
3H

し.

く
評
僧
し
、
そ
の
迆
產
を 

繼
绝
1

せ
し
め
る
こ
と.

に
ょ
つ
て
、
今
後
の
研
能
の
進
步
に
寄
與
せ
ね 

ば
な
ら
な
、い
と
思
う
。
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特
別
#
負
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慶
應
義
熟
關i
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本
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に
賛
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し、
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ニ
名
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上
‘の
推
薦
と
裘
舄
會
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得
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〇
經
濟
战
は
、
そ
の
他
格
か
ら
い
っ
て
現
窗
か
ら
淨
き
上
っ
た
理
論
で
あ
っ
て〜

 

意
味
が
な
い
。
理
論
的
分
析
と
锲
際

M

題
の
研
究
と
は
、
っ
ね
に
併
行
し
て
ゆ 

か.

ね
ば
な
ら
な
い
。
復
刊
後
の

--
:

i

田
聲
會
雜
誌
は
、
第
一
號
第
ニ
號
と
も
に
こ 

の
期
プ
11:
1
に
沿
っ
て
1
1集
し
て
き
た
が
、
今
回
も
こ
の
趣
旨
に
盛
ず
い
て
山
本
敎 

授
の「

ア
ジ
ア
慕
の
分
析
と

_

」

%

顏
論
文
と
し
た
。

H

本
經
濟
の
安 

记
と
很
興
の
鍵
は
、
贸
易
が
ど
の
税
度
に
仲
び
得
る
か
と
致
う
こ
と
に
あ
る
0 

阈
内
經
濟
の
諸
施
策
は
も
と
ょ
り
16

:

媒
で
は
あ
る
が
、
-今
後
の
日
本
は
封
鈕
經 

0
の
肜
で
役
铒
し
て
行
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
う
し
て
そ
の
貿
易
の
相 

手
國
と
し
て
、
最
も
版
離
的
に
近
い
ア
ジ
ア
諸
國
の
經
濟
狀
態
が
"
わ
が
國
の 

1
,

ひ
い
て
は
經
濟
很
興
に
影
響
丁
る
と
こ
ろ
は
少
く
な
い
で
あ
6
う
"
日 

本
經
濟
の
甯
際̂

題
を
趼
究
す
る
人
々
は
勿
、獅
の
こ
と
、
純
粹
經
濟
理
論
に
關 

心
を
持
っ
人
々
も

*

そ
の
！一

論
が「

茁
に
浮
い
た
理
論」

に
な
ら
な
い
た
め
に 

は
、
鬼
非
一
讚
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

〇
續
く
ニ
論
文
に
は
、
植
木
、
富
田
兩
君
の
勞
作
を
揭
載
し
た
。
哲
學
的
思
想
的 

諸
！
：

題
に
興
味
を
冇
す
る
讃
渚
に
と
っ
て
は
、
好
簡
の
參
考
資
料
と
な
る
で
あ 

ろ
■

う
。
經
濟
學
が
技
術
論
に
難
し
て
、
社
會
种
學
と
し
て
の
意
味
を
失
う
機
に 

な
っ
て
は
、
そ
の
本
來
の
使
命
は
達
せ
ら
れ
難
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

.

• 

.

(

鈴
木
諒
ー.)


